
大学の研究シーズをわかりやすく企業・自治体・支援機関・学生などへ伝えるとと
もに、双方向で活発に議論を行う「技術コミュニティラボ」を2017年より、実施して
います。これまでの一般的な大学の研究シーズ紹介では、教員が一方的に情報提供す
るイベントが中心でしたが、この取り組みでは、参加者が囲むように座り、楽しい雰
囲気の中で双方向の意見交換を行うことが特徴です。あえて少人数に設定することで、
活発な意見交換を促しています。これまで29回にわたり実施し、のべ参加者数は700
名、発表者した研究者数は50名を超えています。

地域未来協創本部 准教授 服部大輔

技術コミュニティラボ

アイスブレークとして、
参加者全員が簡単な自
己紹介をおこないます。

それぞれの自己紹介のあ
とに、拍手をして、楽し
い雰囲気を醸成します。

情報提供者が、１時間、
研究について発表を行い
その後1時間の質疑応答
の時間をとります。
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